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発
行

歴
史
散
歩

●
市
財
政
収
入
の
一
部
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
表
紙
に
広
告
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
津
市
が
保
証
し
て

　
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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平田古墳群
（現ピュアタウン安濃とその周辺）

移築された
平田12号墳
移築された
平田12号墳

安濃中央
総合公園 ●

76

扉
が
あ
っ
た
石
室
　
〜
平
田
12
号
墳
〜

調査時の平田12号墳の石室

安濃中央総合公園に移築された平田12号墳の石室

　

津
・
美
里
・
安
濃
の
３
つ
の
地
域
に
ま
た
が
る

長
谷
山
の
麓
に
は
、
５
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀
末

に
か
け
て
、
５
０
０
基
以
上
の
古
墳
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
日
本
で
も
屈
指
の
群

集
墳
で
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
平
田
古
墳
群

は
、
安
濃
町
妙
法
寺
か
ら
安
濃
町
今
徳
に
ま
た
が

る
、
通
称
「
平
田
山
」
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
に
あ
り

ま
す
。

　

平
田
古
墳
群
で
は
、
昭
和
59
〜
61
年
に
、
宅
地

造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査

の
結
果
、
73
基
の
古
墳
の
ほ
か
、
土
坑
墓
47
基
、

弥
生
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居
、
中
世
墓
が
発
見
さ

れ
、
こ
の
う
ち
古
墳
17
基
が
団
地
の
公
園
や
周
辺

の
山
林
に
現
状
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
調

査
さ
れ
た
古
墳

の
う
ち
、
12
号

墳
は
直
径
９
ｍ

の
円
墳
で
、
レ

ン
ガ
状
の
板
石

を
積
み
上
げ
た

石
室
が
あ
り
、

南
側
に
入
口
を

設
け
て
い
ま

す
。
石
室
の
天

井
石
や
羨
道
の

石
材
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、

石
室
は
長
さ

２
・
１
ｍ
、
幅

０
・
７
ｍ
で
、

大
人
用
の
ひ
つ

ぎ
が
ち
ょ
う
ど

１
つ
入
る
ぐ
ら

い
の
広
さ
で

す
。
石
室
へ
の

入
口
の
前
に
置

か
れ
た
石
の
左

隅
に
は
、
直
径

13
㎝
、
深
さ
５

㎝
の
円
形
の
穴

が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
扉
の
軸
を
受
け
る
穴（
軸
摺
穴
）

で
、
片
開
き
の
扉
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

古
墳
の
造
ら
れ
た
時
期
は
、
出
土
し
た
土
器
か

ら
、
７
世
紀
前
半
か
ら
中
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
石
材
は
美
里
町
穴
倉
付
近
で
産
出
さ
れ
た
砂

岩
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
石
室
は
、
三
重
県
下
で
は
例
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
近
辺
で
は
奈
良
県
桜
井
市
付
近
に

分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
12
号
墳
の
被
葬
者
と

奈
良
盆
地
南
東
部
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
扉
の
あ
る
石
室
は
全
国
的

に
も
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

開
発
事
業
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
で
は
、
遺
跡

や
古
墳
は
調
査
終
了
後
に
壊
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
12
号
墳
は
石
室
が
珍
し
く
貴
重
な
た

め
、
安
濃
中
央
総
合
公
園
の
一
角
に
移
築
保
存
さ

れ
ま
し
た
。
12
号
墳
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材
は
、

現
在
採
掘
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
復
元
に
当
た
っ

て
は
、
天
井
石
な
ど
に
花
こ
う
岩
を
使
用
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
、
平
田
12
号
墳
は
千
年
以
上
の
時
を

超
え
、
公
園
の
一
角
で
ひ
っ
そ
り
と
、
当
時
の
姿

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

じ
く　

す
り　

あ
な

せ
ん　

ど
う


